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毛み■じ福祉会 ニュース  
発行／社会謹祉温人もみじ樽社会  乱た引ま、胃書青も含めた地域で生宿す竜すべての人たちが、  

文化的で平和な凛塊の下．自らの心と身体、そして人生の主人  
公として馨らせる・ため由緒合繭な権利保障を巨指し、以下の事  
に：取り乱みます。  
1．仲間（利用者）の生きる力町充実と生活の虞の向上を臼指  
しま■r。  

ヱ．地域の生活と福祉の向上への索敵を目指し生す。  

ユ．事莱の民玉村串蓮昔と地域の諸団体との■協力・共同を喪切  

にします．  

4．これらの垂線の薯となる．臆見取障膏や発達促軋福祉   
や障害者迎蜘こついての専門煙の向上につとめ蓋す．  

第一もみじ作業所（生介・免税 第二もみじ作某所（生介〕  

ケアホーム つぼ吉′′たんl甜／夢トビア／押」－ムハウス  

福祉ホーム 夢トピア  
もみじヘルパーステーション夢トビア  
瞳害者生括支壌センター・密一軍る  
放映後対策事業  のぴのぴ／わくわく  

〒730JOB署3 広島市中区青島西2－1－24  
TELO魯2－243－0331FAXO8月－243－0497  

HP±fu・kush、トmorhiii．or．51p   
之011年1月 蒼古丁号  

も
み
じ
福
祉
会
が
三
十
年
を
迎
ぇ
、
 
 

新
た
な
ス
■
テ
ー
ジ
に
立
ち
ス
タ
ー
ト
 
 

置
切
り
ま
す
．
一
九
八
〇
年
、
無
認
 
 

可
件
葉
所
を
十
七
名
由
仲
間
と
二
人
 
 

の
職
長
で
内
所
し
ま
し
た
1
 
 
 

そ
し
て
l
ニ
十
周
年
を
迎
え
た
今
、
 
 

作
業
所
生
酒
ホ
ー
与
ヘ
ル
パ
ー
事
 
 

業
・
相
談
支
援
事
業
・
放
課
韓
対
策
事
 
 

業
な
ど
十
一
の
事
業
を
抱
え
、
七
十
 
 

六
名
由
作
業
所
の
仲
間
■
を
は
じ
め
多
 
 

く
の
利
用
者
と
か
か
わ
り
、
百
名
に
 
 

卓
 
 
も
み
ヒ
希
祉
各
 
 

年
手
長
 
浜
 
崎
 
 
 
藤
 
 

及
ぶ
■
職
員
由
大
音
な
福
祉
事
業
所
と
 
 

な
り
蓋
し
た
。
障
害
の
あ
る
人
や
親
 
 

の
患
い
や
要
求
を
、
多
く
の
支
擾
育
 
 

と
共
に
実
填
さ
せ
た
も
み
じ
福
祉
会
 
 

の
あ
ゆ
み
は
、
み
ん
な
の
静
り
で
す
。
 
 
 

そ
ん
な
取
り
組
み
が
で
章
た
エ
ネ
 
 

ル
ギ
ー
は
何
だ
っ
た
巧
か
。
そ
し
て
 
 

そ
の
間
大
事
に
し
て
卓
た
も
の
は
何
 
 

だ
っ
た
町
か
、
新
年
を
迎
え
た
機
会
 
 

に
改
め
て
確
薙
し
■
、
新
た
恵
ス
タ
ー
 
 

ト
と
し
て
こ
れ
か
ら
中
破
り
組
み
に
 
 

皇古見価仲冊鮮 ワッ寺・－iケーキり亡ン血  

戦塩味竜や群青サービスl＝肝んばります  

3咤建て1帽巾お喧に甘 おしゃ池な嘩罵言周一スも  

蝿嘩巾号音hJぜひおコししlた轄書  

おレ‖Jしlコーヒーヒlせ・コもったウ甘辛－  

サー寺で ゆ蟄やかせ疇冊盲おi塾ゴしぐ好古＝  

確
め
る
物
差
し
と
な
る
リ
ト
マ
ス
 
 

試
験
紙
と
し
て
、
「
も
み
じ
福
祉
会
 
 

侶
地
ぎ
す
も
の
」
を
曲
事
見
た
次
に
 
 

列
挙
す
る
価
値
観
■
・
理
念
・
視
点
を
 

提
哀
し
ま
す
。
新
慰
な
ス
タ
ー
ト
を
 
 
 

切
る
こ
の
機
会
に
そ
れ
ぞ
れ
甲
実
践
 
 

軍
部
看
で
の
「
親
在
と
未
来
」
を
検
 
 

証
L
た
い
と
■
思
い
壷
す
．
 
 

〇
障
が
い
の
あ
旦
当
事
者
が
主
人
公
 
 

と
な
っ
て
い
愚
か
。
 
 

0
願
い
や
要
求
や
夢
を
膨
七
重
せ
る
 
 
 

仲
間
と
由
か
か
わ
り
が
■
で
蕃
て
い
 
 
 

る
か
」
壷
と
隆
替
 
 

0
人
間
ら
し
■
く
豊
か
に
生
き
る
「
働
 
 
 

く
ー
暮
ら
す
・
生
き
が
い
J
に
つ
 
 
 

な
が
っ
て
い
る
か
。
 
 

0
多
く
の
人
・
団
体
と
連
＃
し
共
感
 
 
 

切
に
す
轟
育
や
骨
の
塵
に
轟
 
 

い
て
気
を
う
け
な
抒
れ
ば
な
ら
な
い
 
 

課
啓
で
す
。
三
十
年
を
迎
え
た
も
み
 
 

じ
福
祉
会
が
■
、
そ
ぅ
し
た
状
況
に
解
 
 

ら
な
い
た
め
に
・
許
可
作
芽
計
 
 

温
足
さ
せ
法
人
化
r
－
生
措
ホ
ー
ム
 
 

等
を
創
設
す
皐
過
程
で
大
事
に
し
て
 
 

章
た
こ
と
を
改
酪
て
■
確
か
め
た
い
と
 
 

患
い
来
す
。
 
 

車
が
課
題
と
な
り
 
 

わ
け
人
づ
く
り
や
 
 

生
か
し
た
い
と
息
臣
ま
す
。
 
 
 

障
が
い
の
あ
鳥
人
甲
要
求
に
棲
ざ
 
 

し
て
貰
立
派
に
な
り
様
々
 
 

な
福
祉
事
業
を
も
つ
こ
と
は
、
多
角
 
 

的
■
で
哺
広
い
福
祉
君
頓
に
取
り
組
む
 
 

基
盤
ゴ
く
り
と
し
て
大
事
な
■
こ
と
で
 
 

す
。
そ
し
て
よ
り
大
事
な
こ
と
は
支
 
 

捷
や
実
践
■
の
内
容
・
質
を
高
め
る
不
 
 

断
由
努
力
で
す
。
規
領
や
組
織
が
大
 
 

き
く
な
る
と
支
援
拍
連
携
巧
難
し
さ
 
 

や
施
設
を
維
持
管
理
す
る
守
り
の
塗
 
 

＋
 
 

銅
 
 

ち
で
す
．
と
り
 
 

欲
ゴ
く
り
を
大
 
 

輩L・・ナ，－ノキト「二  

を
得
る
職
匂
組
ぬ
吐
恋
っ
て
い
る
 
 
 

か
。
 
 

ロ
地
域
た
貢
献
す
る
取
り
軌
み
は
進
 
 
 

ん
で
い
る
か
せ
 
 

0
自
ら
を
高
由
自
ら
が
変
わ
払
続
け
 
 
 

る
研
修
に
前
向
き
で
あ
■
る
か
。
 
 

今
年
の
三
月
に
、
第
三
作
業
所
が
 
 

落
成
し
四
月
に
開
所
し
ま
す
。
ピ
ー
 
 

ス
グ
ル
ー
・
プ
で
巧
受
Å
に
続
幸
久
々
 
 

「
働
き
た
い
」
要
望
に
応
兎
唇
本
格
 
 

的
な
「
働
く
場
づ
く
り
」
で
す
 

じ
福
祉
幸
で
大
事
に
し
て
書
た
も
の
 
 

轟
か
し
も
み
じ
福
祉
会
に
活
力
を
 
 

生
み
出
す
展
開
が
楽
し
卑
で
す
。
三
 
 

十
年
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
昭
思
い
を
 
 

込
め
．
新
年
の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。
今
 
 

年
も
共
に
が
ん
ぽ
り
合
い
ま
し
ょ
う
 
 

「
㊥
口
走
毛
」
乃
奄
？
 
 

騙
じ
い
馳
n
牙
 
 

F
豊
ハ
ン
ナ
古
層
血
」
 
 

行
毎
島
ト
 
 

に
竃
苓
？
†
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．
L
 
 

自
分
桓
ア
ニ
メ
向
．
d
．
 
 

車
中
弓
々
摩
－
に
茫
古
見
魯
仁
頓
に
？
 
 

■
．
∨
＝
t
 
 
▲
 
 

．
 
t
 
 

†
・
・
メ
㍉
 
 

．
 
■
 
 

揮■一・■㌔  
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苦学畠巽石  
和酷コ已西春乃ら  

替亨i毒血肋「カツオ⊥  

亡醐  
叩ザエ尊ん」？  

「
膚
L
月
苧
㌔
 
 

雪
｝
い
い
月
島
。
 
 

「
シ
ュ
レ
苫
ツ
ー
 
 

調
音
に
雲
呑
 
 

顔
打
似
亡
い
訂
労
ら
 
 

ド弛ボール㊥「ヰ仙人」！  

1鼻鱈磨血刀り：硯北見l古山こ  

烏莞石素惇すコLl人。  
コん毎人に軸軌l辱。  

脚5噂埴 
r軒口軸」亡。  
く甘くコ＜っ…。   

クレヨン臼ん∈細山㊥  
「計古君ム  

言古もにさく  

職⊂ト1義正  

喜nれ看巾己…  

辱
り
豊
 
 

人
”
嶺
山
く
苦
宅
′
ト
I
に
－
・
 
 

山
⊥
雲
≠
う
晶
孟
■
⊇
に
 
 
 

「
≡
コ
イ
ヴ
マ
L
周
已
も
す
＜
 
 

菩
票
謹
壷
器
琶
 
 

垂
れ
い
好
苦
唇
侃
ガ
 
 

露
専
肪
打
宮
守
紬
に
 
 

任
せ
寺
号
立
至
 
 

ー「醗ツ夫」  

（聴尋す蕃抑  

パーマン）  
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拳慧腰骨恭啓還  咤蕗範 潜臆囁癒笥■雷腸管常 習藩曹■望蓋 
■  

皆
嘗
撃
恵
庭
雷
 
 

瀞
訝
監
■
1
重
電
嘗
 
 

皇
軍
患
富
ん
郎
心
う
世
心
て
、
 
 
 

■
違
農
薗
巌
屠
曹
瀞
淵
 
 

廟
諾
帝
瑚
瑠
鞋
抜
 
 ん

が
偲
来
な
心
 
 

・
訪
露
註
訝
 
 

鞄
彗
彗
川
輌
零
鹿
蜃
 
 

塑
冠
垣
訝
習
葡
萄
■
慧
血
塾
 
 

重
層
簡
藁
嵐
瓶
鹿
 
 

璽
璽
肝
戦
雷
電
 
 

鹿
恕
鞄
庸
馨
苛
贋
署
■
野
里
竃
 
 

塵
曇
が
城
塞
・
果
ダ
L
－
▲
写
真
¶
 
 

軽
量
軒
聾
聾
 
 
 

蟄
膳
農
産
盤
葡
腰
闇
髄
■
藤
 
 

巻
垂
雑
株
華
激
評
恩
 
 

鞄
腱
 
 

鼓
払
海
霧
荘
轟
酔
笥
藩
 
 

偲
警
醒
墜
願
誓
笹
優
暦
 
 

馨
艦
鷲
 
 

宮
電
■
衛
薯
首
骨
品
骨
感
 
 

露
頭
這
蕃
 
 

霊
慣
轟
．
 
 

聾
展
墓
廟
層
 
 

聾
垂
葡
萄
篭
■
 
 

恩
恵
各
号
芸
書
風
是
 
 

艶
幣
囁
竜
一
藍
箇
恵
 
 
 

一
蓋
葱
 
 

H
讐
■
旺
嵐
 
 

蠍
薫
曹
雌
電
撃
 
 

祭
常
温
ヰ
鼠
書
も
蜃
l
、
 
 

↓
肇
粁
墓
弛
塾
賄
鞄
苛
教
職
駕
 
 

壷
萄
■
一
越
慣
習
習
頭
蓋
 
 

整
骨
撃
■
廟
患
 
 

落
雷
登
記
麓
壷
温
鞄
義
認
 
 

申
晶
癖
璃
脾
蓋
砧
毒
 
 

頓
着
畢
晶
 
 
 

勧
畳
臨
藍
髄
 
 

藁
酔
夢
騨
 
 

聾
透
蟄
盈
癖
闇
斎
塾
酔
嘩
 
 

瀞
救
憩
聴
粛
盟
甘
憩
静
電
菅
常
 
 
 

習
鞋
軒
撃
蕊
替
噂
 
 

琳
誌
琴
室
数
蘭
 
 

聾
傭
欄
室
藁
 
 

も
奇
骨
昔
昇
一
章
票
吉
雷
 
 

轟
恩
師
密
歪
琶
蟄
∬
 
 

遥
遠
雷
垂
抑
池
畔
撃
 
 

‥
伸
風
向
士
堅
 
 

醜
装
摘
零
封
－
療
鮎
監
轡
 
 

竜
一
Å
で
漁
ぎ
す
ヰ
も
あ
・
れ
ば
、
▲
 
 
 

塾
撃
華
啓
監
笥
蛙
歴
蒜
蔵
鱒
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
－
 
 

苫
屋
富
農
簡
楓
 
 

i一山嘩那肋間畔  

粛
嘗
亀
■
敵
鳳
髄
囁
庵
轟
 
 

曹
愚
蟄
届
書
麿
 
 

堀
嘩
重
義
慣
垂
亀
噸
l
♪
 
 

藍
■
轡
猛
悪
悪
者
盛
装
群
 
 

■
コ
宙
彗
嘗
畳
 
 

昏
よ
う
古
れ
h
 
 

詩
 
 

轟 

廷冊 

感熱藩鮎嶽 

萱蹄  

覇浄 

灘 

甘 

箇恩恵ヨ畦あ甘が 
諒窟懐 
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蓉
1
・
温
菅
儲
腰
畠
僻
笥
罫
－
一
 
 

帯
葡
脇
鹿
∵
重
 
 

患
汽
■
、
総
顎
萎
 
 

整
除
卦
璧
冊
温
機
番
整
輌
 
 
 

・
富
農
塵
萄
∴
蕃
 
 

意
思
亘
苛
－
吾
芸
ヱ
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患
箇
確
垂
 
 

墓
蟄
軋
陛
垂
 
 

痕
腐
空
蓼
層
環
八
慧
底
 
 

響
蛮
盛
躍
藩
瀞
覿
 
 

恕
匝
蓉
旺
Ⅷ
置
陣
冊
度
肝
 
 

遊
歴
■
志
篭
嚢
背
骨
 
 

療
催
藁
葛
 
 

鞘 

相調約 

甜純 

絹閑 
一触  

国
領
壊
1
葡
萄
堀
種
痘
偏
屈
眉
偏
屈
■
 
 

嘩
翌
荘
耀
懐
郷
矧
顎
威
替
蔑
．
 
 

鞄
■
囁
彗
草
聾
震
 
 

鞄
新
著
菅
菅
 
 

運
荒
暫
蕊
詮
苧
塵
曹
風
謄
 
 

「
萱
■
重
器
弼
緋
馳
肝
 
 

＝
墓
曹
嵐
藩
 
 

〃
麗
監
鞋
題
腰
骨
憾
葡
畳
 
 

竜
頭
群
星
直
垂
患
顎
硬
．
 
 

露
■
意
嵐
虞
風
琴
温
 
 

恩 

間 
湖  優暦席  

加納融  

皿憩仰鑑瞥温盈酷搬 

隙置換  

∴
‖
∵
．
．
．
‖
∴
．
．
．
・
■
定
温
闇
雲
講
説
 
 

造
築
習
蛮
性
島
韮
崎
電
蓄
菰
 
 

摘
儲
鴇
■
■
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議
棚
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應
行
力
あ
る
、
 
 
 

牢
屋
宥
法
に
 
 
 

二
〇
〓
年
は
障
害
者
基
車
撞
曲
 
 

技
本
牧
正
の
年
で
す
曹
 
 
 

南
国
の
未
噸
改
正
は
一
九
先
王
年
．
 
 

摩
崇
著
町
聾
平
静
加
と
百
亜
沿
一
層
 
 

の
促
誓
う
た
っ
て
二
十
三
年
ぷ
打
 
 

正
行
お
水
苦
し
患
．
¶
礎
兼
は
心
身
 
 

随
轟
音
謝
誅
基
轟
 
 
 

陸
が
翫
昔
制
度
改
革
推
進
者
萬
で
 
 

は
昨
年
十
月
よ
り
い
よ
串
よ
備
曹
著
 
 

基
本
津
の
改
正
旺
つ
拍
て
由
議
論
旺
 
 

み毎日  
ー夢フェスティバル開催～   

今年で黄点屈目にな苺「夢フ  

エ只ティ澗ル」菅10月31日柑）  

旺・隋催しました．   
夢ラ玉東ティ代肘駄1つ日  

虹軋み昔福祉会甫取骨組農笹瀾  

域の方々に知って頂くこと、2  

つ目旺地域由方席と亜流甘巻こ  

と‘丑つ日比夢トピアを軸何番  

軋てい古諸団体中活動を尭表す  

苺鼠 ごの3つの日椅華持って  

取り組んできています。   

入
り
ま
し
た
。
 
 
 

昨
璧
爪
月
重
苦
軋
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8且よ軋 もみ  
畔作謳所印刷・販  
′‾′′町  ′ 一門′－‾   瞥 た  し●争じし  

せ瑚押で帽す・策屈L ¶帽撹  
東田♯可です。   
巽輯の先見杜匝仲洞と■且嘩辞さん  
旺騎けても塾匝ながら．→生舶虹頭  
取りたいと患いまず咽で、よ覆しく虫  
磨拍音吐b空曹。  
■●●●■■■■■●■■■■i■．■■●－■■■■■●●i▲●■●●   

喜壷訂読軸i呈品逓敲 ；しています」  

；何卦ま軸なぃ事も辛く、毎なき  
璧㌢い二＝打撃睾  

蜘ヰ嶺■莞 
み畦静雄嘩普掛け早世社有巧状錮廊韻  
押出躊躇航早く「人血に転無為縫  
がんばっ耶嘩果す野卑．宜しく虫♯  
ll丑し蜜す。  
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くJで鴨軸せて拍  

た産山てい先ず．   
樹歯て．謂牡由  
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郎軒錦掛取獲碑割師佗意蛾H  
です軌乗ず払子是車掌と車しく遡  
どせ亀樟旺が粘詳慨玉ず．   
よ思しく磨＃伍し書す．  

垂勢中敷曹旺つ伍てアド井イス  
暮せ朝敵鵬払出抽庸軋  
‡どう、かよ魯、しく葡欝拘襲b乗す．  
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；11片卓サも舟昭   

；帝位尾荘市から  
：引蝕してき耳、糠  11月1占日よ軋  

夢トビチで儀淋せ  
て頂tlてilます．   

無垢由瀕㊥惑康  
い辞昔な私臥伸  
肺肝善書ん立廃し  

匝こと毛強く、  れな  
間 
卓 

夷把  
尾適  

に戦けていた  
な僻島．日耳元   

露  
痘顔鮎弓詣顔．エ望且且王  
草庵禄少年廿尊  

寿－コ」車重して由り，号畑一式好；  匝会轄註す埴痛憤堕でも蕗蛸です．   
こ丸からも「出会串」車夫切払集  
ノ♯と感謝由義持盲で頑張ってレl卓た匝  

と昂ウで超轡ます。   

塵肺春菊人相でずi広島でもサツカ・  
爛出掛旺う如し－鴫ほ媚b環串  
蜜ず．ち就かちもよらしずお願￥11毒た  
毒します．  


